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中野駅西側南北通路・橋上駅舎等事業に係る鉄道事業者との 

支障移転工事等に関する施行協定の締結について 

 

１．支障移転工事等に関する施行協定の締結について 

中野区（以下「区」という。）、東日本旅客鉄道株式会社（以下「JR」という。）及び

東京地下鉄株式会社（以下「東京メトロ」という。）は、中野駅西側南北通路・橋上駅

舎等事業及び中野駅ビル建設事業に伴い、準備工事である支障移転工事等に着手する

にあたり「中野駅西側南北通路・橋上駅舎等事業に伴う支障移転工事等の施行に関す

る協定書」及び「支障移転工事等の施行に関する平成３０年度協定書」を締結する。 

  

  ○ 施行協定の概要（予定） 

（１）締結日        平成３０年（2018年）７月中旬 

（２）工事の位置及び範囲  別図１「範囲図」のとおり 

（３）工事の期間      平成３０年（2018年）７月から 

平成３３年（2021年）３月 

（４）工事施行者      工事はＪＲが施行し、一部東京メトロの設備は東京メ

トロが施行する。 

（５）費用及び負担        総額概算       ５,３７０,８０１千円 

・区負担             

 南北通路分     １,０１３,２７０千円 

 橋上駅舎分     １,６９２,７９１千円 

・ＪＲ負担 

駅ビル分      ２,６６４,７４０千円 

  （６）協定の変更      協定の内容を変更する必要が生じたときは、区、ＪＲ

及び東京メトロで協議する。 

  （７）年度協定の締結    ３か年度にわたる協定であるため、各年度の工事の内

容等について年度協定を別途締結する。 

 

２．支障移転工事等の概要 

別図２「工事概要」のとおり 

 

３．今後の予定 

支障移転工事等については、協定締結後、ＪＲ及び東京メトロが工事の発注手続きを

行い、１０月頃より工事着手の予定である。 

中野駅西側南北通路・橋上駅舎・駅ビルからなる道路一体建物本体の工事については、

引き続き実施設計作業を進め、平成３１年（2019年）度内の工事着手を目指す。 
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支障移転工事等 工事概要

工事用ヤード等整備工事

電気設備支障移転工事

駅施設支障移転工事
（詰所等移設）

杭施工準備等工事

駅施設支障移転工事

駅施設支障移転工事

（ホーム改良）

（上家改良）

別図２


	支障移転工事等の施行協定の締結について
	別紙１（範囲図）
	別紙２　工事概要

